
「よい評 価 の踊 り手 の要 因 に

ついての考察(そ の2)」

高 橋 系 子

I目 的

踊 り手には様々な要因が必要 とされ, その獲得
のために踊り手たちが汗を流 し, 稽古に励むのは

よく知 られたことである。その踊 り手にはどうい

った要因が必要なのか。舞踊において, その動き

の美 しさの必要性はもちろんだが, それ以上に必

要なものがあり, それ らが身に備わって 「よい踊

り手」とされるのではないかと考える。先行研究

(高 橋系子 「よい評価の踊り手の要因に関する考

察その1」)1)で の課題(音 楽性, 被験者の年齢, 

経験などの問題)に 対 し, 検討, アンケー トを改

訂の後, 今回の調査 に至った。

II方 法

先行研究で得られた結果を元にアンケー トを修

正 し, アンケー ト調査を行った。

1. 先行研究で生じた課題及び改訂

(1)音楽性に関す る因子は抽出されなかったが, 

舞踊と音楽性の関連は切 り離せないものと考え, 

アンケート上の項 目の改訂を行 った。

(2)仮に設けた 「音楽性」に関してモダンダンス

群 とバレエ群にT検 定で有意差が認められた。 し

かし各舞踊の経験平均年数(モ ダンダンス群5. 0

年, バ レエ群14. 4年)を 変数としたT検 定の結果

で も有意差が認め られたため, 被験者の経験年数

の考慮が必要とされた。

2. アンケー ト実施について

(1)対象: クラシック ・バ レエ及びモダンダンス

のスタジオに通っているもので高校生以上。

(2)配布方法: ア 直接手渡 しの後, 郵送による

回収

イ 郵送による配布, 回収

(413名 に配布, 282名 回収 回収率68. 2%)

(3)調査時期: 1990年10月

(4)調査内容:

調査1: 被験者の性別, 年齢, 各舞踊(モ ダン

ダンス, クラシック・バレエ)の 経験年数

調査2: 前回抽出された因子を仮のカテゴリー

として, 各カテゴリーに関す る順位づけを上位3

位 まであげてもらった(こ の課題に関する有効数

は271名)

調査3: 先行研究で抽出されたテク二ック, 表

現性, 感性, ルックス, 空間 ・状況把握力, 基本

的体力 ・精神力, 存在感, 音楽性の8っ の各カテ

ゴ リーの各要因51項 目にっいて5段 階評定尺度に

より調査(有 効276名)

3. 分析方法及び手順

 調査1: 対象者の年齢, 経験年数の平均を全体, 
モダンダンス群, バ レエ群に関 して求めた。

 調査2: 各カテゴリーの順位づけにっいての頻

度から要因の重要度を考察。

 調査3: 踊り手276名 より得 られたデータの因

子分析を下の手順で行った。
・主因子解の結果か ら固有値が1.0以 上のものを

抽出。
・得られた因子行列に対 して Normal Varimax

による直行回転を行った。
・因子の解釈は命名可能な範囲とし, 因子負荷量

0.4以 上のものを有効とした。
・モダンダンス群 ・バレエ群別にそれぞれの因子

に対する価値評価を因子の平均得点をもとに試み

得点差をTテ ス トにより検定 した。

 また, 質問紙の信頼性をみるため, 得 られたデ
ータをもとにクロンバックのα係数を算出 した。

III 結果と考察

1. 対象者の年齢及び経験年数

 平均年齢は全体24.4才, モダンダンス群24.8才,
バ レエ群23.7才 であり, 平均経験年数は全体12.3

年, モダンダンス群11.6年, バ レエ群13.0年 であ

った。

2. 各カテゴリーの順位づけにっいて(表1)

 各カテゴリーで1位 にあげ られた頻度(人 数)

は以下の表のようになり, 総合的には表現性, テ

ク二ック, 存在感が高かった。

 中で最 も重要なのは表現性 と考えられ 「表現的

精神に反応するように身体を訓練 しなければなら

ない」2)と いうように, テク二ックに裏づ けられ

た表現性が重要だと考え られていることが推察 さ

れた。 また, 瞬時に消えていく舞踊で人の心にい

かに印象を残すか, 観客の共感をそこでいかに呼

ぶかが舞踊手の課題 となるのが当然であり, ここ

では, 存在感の重要性 もみのがせないものである

ということがうかがえた。

3. 因子の抽出と解釈 ・命名について

 固有値1.0以 上の基準で抽出された因子は14因

子であり, 累積貢献度は全分散の66.0%で あった。

この14因子に対 し Norrnal Varimax 回転を行い,

因子負荷量0.4以 上の項 目か ら各因子を解釈 した

表1.  「各 カ テ ゴ リーの頻 度(271名)」

(1位 ～3位)

数 字 は人 数
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ところ10因子についての命名が可能となった(表2)。

抽出された10因 子のうち, 先行研究で課題とさ

れた音楽性にっいては今回の調査で抽出された。

抽出された因子は先行研究と比較す ると図1の

ようになり, 今回の調査では, 先行研究で抽出さ

れた要因構造が分化 された結果 となって現れたと

いうことができよう。

4. 各舞踊群における要因への認識差について

モダンダンス群とバ レエ群の抽出された因子に

対する平均得点とその有意差のTテ ス トによる検

定で, 認識差が明らかになったものは, 「動 きの

美 しさ」, 「音楽性」, 「意欲」, 「技」, 「存

在感」, 「ルックス」, 「演技力」の7要 因であ

った。1%水 準での有意差が認められ, 又, バ レ

エ群の方が認識が高い(平 均得点が高い)と いう

ものであった。

先行研究で考察 されたように, モダンダンスと
バ レエの舞踊の種類による違いに起因するところ

が大きいように思われる。

しかし, この差はバ レエの舞踊手に必要でモダ

ンダンスには必要ないといえるほどのものではな

いと思われる。その点から, 洋舞を代表すると考

えられるモダンダンスもバ レエもその踊 り手の要

因に関しては, 根本的には大きな差がないのでは

ないかということが推察される。

逆に得点差が認められなかった因子に関 しては, 

身体運動 としての根本的な部分, あるいは舞台芸

術 としての根本的な部分か ら生 じる理由によるも

のではないかと考えられる。

尚, このアンケー トに関する信頼性はα=0.9282

でほぼ確保できたといえよう。

5. まとめ

順位づけにおいては, 先行研究と同様に 「表現

性」, 「テク二ック」が1位, 2位 を占めた。3

位に選ばれた「存在感」にっいては, 被験者に専門

家がより多 く含まれていたことに起因するかもし

れない。

因子分析に関 しては, 先行研究で抽出されたも

のがさらに細分化されて10因 子となって現れた。

因子の認識度に関 しては, 舞踊の種類による差

が くみ取れ, 有意差無 しの要因にはモダンダンス, 
バ レエにかかわりな く, その根本的な部分に起因

するのではないかということが考えられた。

表2「Varimax回 転後の抽出因子及び
因子負落量(負 荷量0.4以 上を有効)」

＊解釈命名した因子の横の数字が固有値及び貢献
度棚, 各項目の横の数字が負荷量

図1. 「ア ンケ ー ト上 カ テ ゴ リー と抽 出 され た 因

子 」

〈ア ンケー トカテ ゴ リー 〉〈抽出 された因子 〉
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